
 

 

 

2-2. 外来種対策基盤に係る取組 

2-2-1. 外来種に関する普及啓発の検討 

(1) パンフレット制作 

沖縄県外来種対策指針および対策すべき外来種について、県民に広く周知するため、昨年度業

務で作成したイラスト（紅型）を用いたパンフレットを作成し、市町村や県内博物館等に送付す

るとともに、イベント等で来場者に配布した。また残りの 700 部余りは自然保護課に納品した。

次ページ以降に作成したパンフレットを示す。 

 

表 2-2-1.1(1) パンフレット配布先一覧 

市町村 配布先 配布部数 

 
各市町村（自然保護課より送付：5部×41 市町村） 205 

博物館等 

東村 東村立山と水の生活博物館 20 

本部町 本部町立博物館 20 

本部町 沖縄美ら海水族館 20 

名護市 名護博物館 20 

宜野座村 宜野座村立博物館 20 

恩納村 恩納村博物館 20 

読谷村 世界遺産座喜味城跡 ユンタンザミュージアム 20 

沖縄市 東南植物楽園 20 

沖縄市 沖縄こども未来ゾーン 沖縄こどもの国 20 

沖縄市 沖縄市立郷土博物館 20 

宜野湾市 宜野湾市立博物館 20 

西原町 琉球大学資料館（風樹館） 20 

那覇市 沖縄県立博物館・美術館 50 

南城市 おきなわワールド文化王国・玉泉洞 20 

久米島町 久米島博物館（旧久米島自然文化センター） 20 

久米島町 久米島ホタル館 20 

南大東村 南大東村立ふるさと文化センター 20 

宮古島市 宮古島市総合博物館 20 

竹富町 黒島研究所 20 

与那国町 アヤミハビル館 20 

環境省施設 

国頭村 やんばる野生生物保護センター 20 

石垣市 国際サンゴ礁研究・モニタリングセンター 20 

竹富町 西表野生生物保護センター 20 
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表 2-2-1.1(2) パンフレット配布先一覧 

市町村 配布先 配布部数 

イベント 

宜野湾市 夏休みこども自由研究 2019 約 300 

石垣市 エコライフ 2019 約 150 

宮古島市 エコの島コンテスト 約 100 

その他 

 
関係者への配布等 約 30 
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図 2-2-1.1 沖縄県外来種対策指針概要（パンフレット）表紙 
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図 2-2-1.2 沖縄県外来種対策指針概要（パンフレット）p.1（指針概要） 
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図 2-2-1.3 沖縄県外来種対策指針概要（パンフレット）p.2（指針概要） 
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図 2-2-1.4 沖縄県外来種対策指針概要（パンフレット）p.3（重点対策種） 
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図 2-2-1.5 沖縄県外来種対策指針概要（パンフレット）p.4（重点対策種） 
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図 2-2-1.6 沖縄県外来種対策指針概要（パンフレット）p.5（重点予防種） 
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図 2-2-1.7 沖縄県外来種対策指針概要（パンフレット）p.6（産業管理外来種） 
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図 2-2-1.8 沖縄県外来種対策指針概要（パンフレット）裏表紙 
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(2) イベント出展 

県民への外来種問題の普及啓発を目的として、下記の通り外来種対策事業としてイベント出展

を行った。沖縄島、石垣島、宮古島の主要 3島それぞれのイベントで出展した。 

 

a) 「夏休みこども自由研究 2019」への出展 

a-1 イベント概要 

開催日時：2019 年 8 月 3日(土)・8月 4日(日) 10:00～18:00 

開催場所：沖縄コンベンションセンター（宜野湾市） 

主催：沖縄観光コンベンションビューロー・琉球朝日放送 

概要：様々な企業が出展する自由研究イベント。来場者数は、毎年 17,000～30,000 人超の実績が

ある。 

 

a-2 出展内容 

① ヒアリをみてみよう 

ヒアリの特徴を解説し、顕微鏡で実際にヒアリを含むアリの標本を観察してもらい、ヒアリを

見分けてもらった。身近なアリに興味を持ってもらい、ヒアリを同定できるようになってもらう

ことがねらい。 

 

② 外来ハチの工作体験 

セイヨウオオマルハナバチ・クロマルハナバチ・セイヨウミツバチの実物標本と、画用紙等を

用いて、トマトの花に訪花するハチを工作してもらった。農業利用されるハチがいること、正し

く管理されなければそれが問題になってしまうことを学んでもらうことがねらい。 

 

③ さがしてみよう！沖縄県の外来種 

沖縄県の重点対策種・重点予防種・産業管理外来種を実物大で印刷したパネルの中から、それ

ぞれの種を探し出してもらうゲーム。チェックシートに各種の特徴と問題について簡単な説明文

を記載し、楽しみながら外来種について学んでもらえるようにした。 

 

④ がいらいしゅぬり絵 

重点対策外来種のぬり絵。上記体験の難しい小学校低学年以下の子供に、楽しみながら外来種

について知ってもらうことがねらい。 

 

⑤ 外来種の生体展示 

身近に外来種がいることを知ってもらうために、グッピー、ソードテール、アメリカザリガニ、

ミシシッピアカミミガメの生体を展示した。また同じ種でも地域によって違いがあり、他の地域

のものは問題になってしまうことを示すために、沖縄産のオキナワカブト、クメジマカブトと、

本土産カブトの生体を展示した。 
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⑥ シール・ステッカー 

上記体験の景品として、外来種のシールとステッカーを作成し、配布した。 

 

 

図 2-2-1.9 「さがしてみよう！沖縄県の外来種」の実物大パネル 

 

  

図 2-2-1.10 シールとステッカー 
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図 2-2-1.11 がいらいしゅぬり絵 
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a-3 アンケート 

① 実施方法 

下記の通り、大人用と子供用のアンケート用紙を作り、来場者に配布して意識調査を行った。 

 

図 2-2-1.12 アンケート用紙（大人用） 
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図 2-2-1.13 アンケート用紙（子供用） 
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② アンケート結果 

大人用 82枚、子供用 25枚のアンケートを回収した。結果は以下に示す。 

 

Ｑ１ もともとその地域にいなかったのに、人間の活動によって他の地域から入ってきた生物の

ことを「外来種」といいます。今日、会場を訪れる前、あなたは「外来種」という言葉を知

っていましたか、それとも知りませんでしたか？（ひとつ選んでください） 

 

Ｑ２ 沖縄県内では、さまざまな外来種対策が行われています。例えば、沖縄の生態系を守るた

めに、マングースを捕獲するなどの対策事業が実施されています。また、ヒアリの県内への

侵入を防ぐため、港などで調査が行われています。今日、会場を訪れる前、あなたは、この

ような外来種対策を沖縄県が実施していることを、何かひとつでも知っていましたか、それ

とも知りませんでしたか？（ひとつ選んでください） 
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Ｑ３ このブースでの体験を通じて、あなたの外来種についての理解が深まりましたか？ 

（ひとつ選んでください） 

 

Ｑ４ このブースのどの体験がもっとも印象に残りましたか？ 

 （当てはまるものをすべて選んでください） 

 

その他：ザリガニ 
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Ｑ５ 今日のブースでの体験から感じたことを教えてください。 

（当てはまるものをすべて選んでください） 

 

その他：子どもにリアルに伝えやすい。ヒアリを実際に見られたのは、子どもに良かった。外来種で工作も良いアイデア！

でおもしろかった。沖縄で行う意味も考える機会になる！ 

ニュースで見たことあるヒアリについて詳しく勉強できた。 

子供達のヒアリに対しての勉強ができると良いと思います。昆虫が好きな子供はヒアリに対し関心が強いと思いま

す。 

在来種の保護は大切だと感じる 

ヒアリがどういうアリか見れて勉強になりました。 

子供にはとても良い体験になったと思います。 

無意味な植物採取をしないよう、させないように気をつけようと思いました。 

動物だけでなく植物も気をつけようと思った 

顕微鏡で実際にヒアリを見てみると、思ってたよりも区別むずかしいんだなぁと思いました。とても勉強になりま

した 
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a-4 まとめと課題 

 イベント全体の来場者数は 29,987 人にのぼり、外来種のブースにも絶えず来場者があった。 

 アンケート結果から、特に印象に残ったという回答が多かったのは、ヒアリの観察とハチの

工作体験だった。もともとこの 2 つが主内容だが、やはり展示より体験の方が印象に残るこ

とがわかる。 

 生体展示は、アンケートでは印象に残ったという回答は少ないが、ブースの前面に配置した

ことで大人子供ともに目をひかれて立ち止まる人は多かった。生体展示に見入っている人に

声をかけて他のコンテンツに誘導することができた。 

 ヒアリは 2017 年に話題になったが、今年はほとんど報道されていない。しかし、他の外来種

に比べるとやはり関心が高いことがうかがえた。 

 ハチの工作体験に用いたセイヨウオオマルハナバチとクロマルハナバチは、JAおきなわの方

に提供いただいた使用後の巣箱から入手した。今後も関連団体と連携・協力して普及啓発等

を進められると良い。 

 高学年の兄・姉がヒアリの観察やハチの工作体験をしている間、低学年の弟・妹に塗り絵で

遊んでもらうことで、親の負担を減らし、オペレーションを楽にすることができた。 

 ハチの工作体験はつきっきりで教える必要があり、オペレーションが難しかった。高学年な

ら読めば一人でできるような説明書のようなものがあれば良かったと思う。 

 ブースが縦に長く、奥の壁に貼りだした実物大パネルが目立たなかった。スペースもあまり

なく、活かせなかった。 

 ファミリー向けのイベントでは外来種について詳細に解説することは難しいが、関心を持つ

きっかけにしてもらうことは可能である。 
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b) 「エコライフ 2019」への出展 

b-1 イベント概要 

開催日時：2019 年 11 月 16 日(土) 10:00～17:00 

開催場所：石垣市総合体育館（石垣市） 

主催：沖縄県 

概要：毎年県内で場所を変えながら開催される県民環境フェア。 

 

b-2 出展内容 

① ヒアリをみてみよう 

「夏休みこども自由研究 2019」と同様の内容。 

 

② 外来種をさがせ！ 

「夏休みこども自由研究 2019」の「さがしてみよう！沖縄県の外来種」と同様の内容だが、チ

ェックシートにシルエットを入れ、デザインを修正した。 

 

③ ぬりえでまなぼう！石垣島の外来種 

「夏休みこども自由研究 2019」の「がいらいしゅぬり絵」と同様だが、特に石垣島の外来種に

フォーカスし、インドクジャク、オオヒキガエル、コウライキジ、さらに侵入を未然に防ぐべき

外来種としてグリーンアノールのぬり絵を作成し、自由に遊んでもらえるようにした。 

 

④ アノールくん着ぐるみ 

グリーンアノールの普及啓発用に作成された着ぐるみを置き、来場者に着てもらえるようにし

た。 

 

⑤ 解説パネル 

「外来種のこと、ちゃんと説明できますか？」「沖縄県の外来種対策」「沖縄県対策外来種リス

ト掲載種紹介」の 3枚の解説パネルを作成し、展示した。 

 

⑥ 外来種関連の本の紹介 

外来種関連の本を置き、自由に読んでもらえるようにした。 

 

⑦ 外来種紅型の展示 

昨年度業務で普及啓発用に作成した重点対策種の紅型を展示した。 
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